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プレゼンサマリー

東日本大震災から1年以上が経ったが、高齢化などの問題を抱える東北地方の産業の衰退は加速され、小さな名産や民芸品の多くは消滅の危機に
瀕している。そこで関東圏の郊外敷地に「出張する東北」として関東の郊外と東北の小さな村をつなぐ復興住宅を提案する。NPOなどと流通
システムを構築し、物流と鉄道の交錯する7カ所を敷地に選定。花崎駅周辺をケーススタディとして、ポケットパークともなる家を計画した。
住宅はL字のヴォリュームと円形のフレームを重ね合わせ、その内側に小さな広場をもつ。円形フレームに設えたレールの上を季節ごとに変化する
出荷物がくるくる回る。 （プレゼンテーションより抜粋）

審査員コメント

・暮らしの説明に終始していて建築的な話が少ない。L字形配置には惹きつけられるが、このプレゼンでのL字部分のあり方に魅力が足りない。
（ 藤森照信 ）

・東北の産業を応援するという狙いはよいが、よくある物産館みたいになるのではないか。周辺住民が買いに来てくれること以上のつながり方も
想定されているとよかった。（ 千葉学 ）

・ここを仕事場と考えると面白い。農業をするにはこのくらい大きな土間が必要。被災地ということが前面に出すぎてしまっているのが残念。
（ 松山巖 ）
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